
広報  おこっぺ

　町長日誌の第25号です。町長が日頃町民の皆さんと話し合ったことや色々な出来事を
町長自ら書いたものです。町民皆さんのご意見・ご要望・ご感想をお待ちしています。

　お便りをいただく場合は、適当な便箋等を封筒など（使い古しのもので構いません）に入れ、封をして、
町役場窓口か、お知り合いの町職員にお渡し願います。町長のみ開封とし、お返事をさせていただきます。
不明な点は、総務課総務厚生係まで。℡２・２１３１です。

町長のメールアドレスは、mayor@town.okoppe.hokkaido.jpです。　

　この程、勇退された河合町長（小清水町）がご挨拶に見えられました。河合
町長は、網走管内町村会で農政部門の先導者として御活躍され、私が尊敬する

首長の一人でした。年齢と体調を考えての引退ですが本当に残念です。
　さて、この号が皆さんのお手元に届く頃には衆議院選挙も真っ盛りの頃と思いますが、イメージ・マスコミの
力が益々強くなり、政治手法もかなり変わって来ています。様々な情報が即座に茶の間に届きますが、しかし、
この情報を発信する側にも『様々な思惑』があることを受け取る側の私たちが、忘れてはいけないと思います。
戦後60年、ひとつの時代が終わり、今、新時代が生まれる「産みの苦しみ」の時かも知れません。

　宇津で酪農にチーズ作りとファームインを取り入れて頑張っておられる冨田泰雄さんが
見えられ、冨田さんの娘さんである、佳子さんが作られているチーズ『冨夢』と『おこっぺ
大地』の二品が北海道の奨める『道産品認証制度』でチーズ部門第１号に選定されたとのご
報告がありました。昨年クリーンミートのハムも第１号に選ばれていますが、これは、全道
の市町村でも無いことで、ノースプレインファーム・アドナイ・乳食研・そして水産加工な
ど、今や “食の町おこっぺ” として道や関係機関から認められつつあります。とにかく、こ
れまでの冨田さんご家族のご努力とご苦労に敬意を表します。おめでとう御座いました。こ
れからも美味しいチーズをお願いします。町民の皆さんも是非一度、ご賞味ください。
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　興部中学校卓球部を代表し
て森田夕紀子さんと河原あい
さんが、全国大会出場の報告に
町長室を舘野校長先生と顧問の
太田先生と一緒に訪れてくれま
した。４日に音更町で開催され
た全道大会で見事団体３位にな
り、19日から開催される全国
大会の出場権を獲得したわけで
す。少し緊張しながらも『頑張
ってきます』と握手をして分か
れましたが、大きな舞台で思い
っきり活躍してほしいと願って
います。

８月８日㈪
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　夏まつり・お盆が終わり、間もなく秋祭り、かなり朝夕も涼しくなってきました。12日に警察友の会の交流
会があった時、署員の方から『町長はずいぶんＳＴＶラジオの日高晤郎ショーに出て興部の宣伝をするのは良い
が、肝心のラジオが興部では入らないところが多くて困る、何とかしてほしい』と言われました。確かにカーラ
ジオは入っても住宅では受信できないところが多いと思います。ＮＨＫなどは特にそうです。災害時にラジオは
必需品なのですが、受信できないのでは確かに困りますので、早速調査してみます。
　皆さんも、どの様なことでも気の付いたことがありましたら、お知らせください。では、また。

　役場は暦どおりの勤務でして、私は今年祖母の初盆の為15日はお休み
を頂きましたが、今日は通常どおりの仕事です。来客や打ち合わせが多く
昼食をはさみ５時間ぐらいしゃべりっぱなしの状況で、午後３時頃パソコ
ンの画面を見て “宮城県沖地震” が起きていたことを知り驚きました。幸
いに大きな地震の割りに少ない被害で良かったのですが、脳裏に間もなく
１年になる昨年９月８日の風台風のことが浮かびました。今、自治会連合
会と町とで災害時の連絡周知体制などについて検討しているところです。
興部町は地震など災害の少ないところではありますが、災害とは人間の思
いもよらぬ発生の仕方をするものです。到底人力で防げぬものがほとんど
ですが、気象予報・避難勧告・災害状況などの『情報』をいかに多くの人
が早く「共有」できるようにするかが、少しでも被害を少なくする為の行
政（役場）第１の役目と考えています。災害の少ない町から『災害が少な
く防災体制の整った町』を目指したいと思っています。なお、今年４月よ
り災害対策担当は「総務課」となりましたのでご承知おきください。

８月16日㈫

８月７日
夏まつり


